






















































(1) 加藤新平「あとがきJ恒藤恭 『法の基本問題J(再刊版)岩波谷脂、 1969年、 486-489頁。
(2) 岡庭其史 「恒勝恭における新カント学派法哲学の意義一ーその受容と離脱による学説変遅からの考
察一一Jr創価大学大学院紀要J2008年2月。







(4) 小林啓治 「恒際法理学における個人・国家 ・国際社会Jr国際秩序の形成と近代日本j吉川弘文館、
2002年、第七草参照。






















恒藤はすでに知られるとおり、 1924年の 3月より 26年9月までの約二年半をヨーロッノTに
学び、フランスのパりを拠点として各地を歴訪したω。その大半は見聞主眼のもので学籍を持
つことはないものの、 しかしそのうち、 24年の 10月下旬から12月初旬にかけて約一か月半は、





1920年代総議JrLuteceJ 2006年、 同 11920年代のパリと恒藤恭J大阪市立大学文学研究科2004
年度修士論文、ならびに関口安義『恒藤恭とその時代』日本エディタースクール出版部、2002年、
第八章が詳しい。






















(8) たとえば;カー ル・フォン・リリエンター )1.-，アルフレー ト・ヴェ ノーT一、へンリ ・ー トー デ、カー ル・ラー トゲン、
エミー ル・マルクス、ハインリッヒ ・リッケルト、エー ペルJ、ルト・ゴー タイン、アルトウー ル・ザルツ、エミー ル・
ラス夕、ゲオルク・ジンメル、ゲオルク・ルカー チ、エー ミー ル・クレペリン、アルブレヒ卜・ディ テーリヒ、エーミー
ル・レー デラー 、エドガー ル・ザー リン、フリー ドリッヒ ・グンドルフ、カー ル・ヤスノfース、カー ル・ノ、インリッヒ・
ベッカ一、ゲルノリレト ・アンシュッツ、リヒャルト・ト マー、グスタフ・ラー卜プルブ、ハンス・ケルゼン、ヴァルター ・
イェリネッ夕、カー ル・マンJ、イム、タルコット ・ノTーソンズ、エー リッヒ・フロム、フリー ドリッヒ・ゴ「ーガ)L-テン、
エルンスト・プロッホ、ゲルトルー ト・フォン ・ルフォ ルーなどといった人びとである。
(9) グスタフ ・ラートプルフ 『心の旅路一一わが生漉の断片一一Jaラー卜ブルフ著作mJ10)東京大





(10) F. W .グラーフ 1/、ィデルベルクにおけるアングロサクソン研究の伝統一一G・イェリネッ 夕、











学正教授を襲ったハインリッ ヒ・リ ッケル トを中心にマールプルクと並ぶ新カント派二大拠点
としての地位も未だ完全には失っていなかった。従って恒藤が留学したころのハイデルベルク















(12) 藤田敬三 「ある実証研究者のうら沼Jr緩済資料研究J1974年11月、 30頁。
(13) ラートプルフ、前掲宮、 81-82頁。






ンタ一年報J1997年がその概観を捕き出している。また、 WolfgangSeifert rJapanische Studenten 
in Heidelberg. ein Aspekt der deutsch-japanischen Wissenschaftsbeziehungen in der 1920er JahrenJ 































































































ノtー の弟で社会学者のアルフレート ・ヴエーパーであろうが、これは 「わかりにくjかったら
しく以後出席の記録はない。
因みに、この 11月4日から 6日にかけては当該日記に加えて、当時の受講ノ ー トが現存し
ている問。参考までにここでその筆記内容を挿み、日記とも突錯させておけば、そのはじめ
には r(十一月四日)Jと誌されたうえで、「独逸ノIdealismus(観念論〕ノ哲学ノ発展ハ同時






































はわからない。更に次にはふたたび iWasheist die Geschichtsphil. (歴史哲学とは何を意味す
るか)Jで始まる歴史的認識と歴史哲学についての講義の断片が誌される。内容的には簡のロー
タッカーに接続するものと見倣しう るため、これは 11月6日第1講のロータ ッカー「歴史哲学」
であろう。そして最後には側「先験的演縛ノ問題」の表題のもと、「第一ノ形態 数学的自然


















































(30) 恒藤、前掲 「学徒生活の思い出(完)Jr同盟時報J1952年4月、 75頁。




































































(3) 加藤将之 I随筆 ハイデルベルクの神話J短歌新聞社、 1972年、157頁。
(34) 生松、前掲 『ハイデルベルク一一ある大学都市の精神史一一j、218-220頁。および、同 Iハイ
デルベルクの九鬼周造Jr九鬼!司造全集月報J1、岩波書底、 1980年11月、3-6頁。







































ハイデルベルク留学を通じてみる恒藤恭と f新カント派j 33 










































































































































現させたもの一一j中央公論社、 1963年、 E.コルプ 『ワイマル共和国史一一一研究の現状一一』万水
書房、1987年、望閏幸男他編 [ドイツ近代史一一18世紀から現代まで一一jミネルヴァ書房、1992年、
成瀬治他 『ドイツ現代史j山)11出版社、 1987年、メアリー・フルブルック [ドイツの歴史』創土社、
2005年、ピーター・ゲイ 『ワイマール文化』みすず書房、 1999年などを参観した。
(50) 杉浦忠夫「ハイデルベルク大学 一九三三年三月一一アルフレート・ヴェ パーーと遅ればせの市民
的勇気一一Jr明治大学教養論集J1995年3月参照。ただし、第二次大戦後には復興、ふたたび世界
的な大学、学術都市として返りl咲くこととなる。





























(52) シェ ラー のーこの点に関しては、生松敬三 I人間への聞いと現代一一ナチズム前夜の思想史一一』
日本放送出版協会、 1975年、第四主主が詳しい。
(53) 三木消「読書遍歴Jr読書と人生j小山諮扇、 1942年、68頁。
(54) 生松敬三 「一九二0年代の思想、状況をめぐってJr週刊読書人J1974年1月4日(のち、同 f現
代を読む座標 1920 -30年代思想、の意味一一J西図書底、 1979年に所収)、問、前掲 『人間への
問L、と現代一一ナチズム前夜の思想史一一』、23-24頁参照。
(5) 久野収 I三0年代の思想家たち』岩波寄宿、 1975年、 56-57貰参照。






































































(63) 田辺元 「カントの目的論J(r回辺元全集J3、筑摩岱房、 1963年)8頁。
(64) 獄秀樹 fカントと田辺元J京都大学大学院文学研究科 『京都学派の伝統とカン ト一一カント波後
200周年記念学会公開講演・シンポジウムJ2005年)64頁。また、以後田辺は終生を通じてハイデッ
ガー の哲学と対決するようになる。




















(66) 前掲 『目録』の整理番号によれば、 『スクラップブックJ(vm (5))。ファ イリングされている記事
lま監理番号にして 109番まであるが、そのうち、 81格から 91番がドイツ話の記事である。また、該
スクラップブックのほかにも 1925年には領藤は日記に ドイツやフランスの新聞記事を頻繁に貼り付
けている。なお、フランス語記事についての紹介と分析はすでに中村によっておこなわれているため
そちらを参観されたい (中村、前掲 「恒藤恭のヨーロッパ留学と 1920年代認識JrLut在ceJ2006年)。
(67) DDPは民主主義擁護、反動反対、企業内における労働者・験員の問権などを創立精神として進歩
人民党と国民自由党左派によって 1918年に創設された政党である。メンバーにはヴィルト履行内閣
時の外相ヴァルター ・ラーテナウや社会学者でハイデルペルク大学教授のアルフ レー ト・ ウ・ェー パー 、









































(68) 恒藤恭 「忘れえぬ人々一ー そのー 栗生武夫君の追憶一一Jr法律H寺報J1963年l丹、 80真。
(69) 前掲 『目録』の整理番号によれば、 f研究ノートJVH-3。なお、この資料については広川がすで
に説得的な分析をおこなっている(広川、前掲替、第四主主、 211-214頁参照)。
(70) この点については広川、前掲書、第二章が詳細な議論を展開しているためそちらの参観を紫う。
(71) 拙稿 11死して生きる途」 生成の論理一一 『恒藤恭ノー トJ(一九三三年四・五月)を手がかりとし
て一一j大阪市立大学恒藤記念室編「恒藤記念室議省2 恒藤恭淀川事件関係資料神戸時代の井川(恒
藤)恭J2012年。



















私講師、エ ミー ル・ ユリウス・グンベルの罷免をめぐる人事紛争である。直接の発端は平和主義運動
家であったグンベルが自らの体験をふまえ、公開講演会「戦争はごめんだjの席において、戦死者が
















鬼周造全集j別巻、 1982年岩波書庖、 122頁、 126頁)とうたった九鬼の心境に通ずるものがあると
L、えよう。




























(78) 恒膝恭「へーゲルによる自然法学批判についてJr法学論叢J1928年、 5・6・7・9月 (同『法の
基本問題(再刊版)J)306頁。恒藤恭「自然状態と法律状態一一ホッブスの自然法学に関する一考苦笑





因みに、 1920年代当時、 ドイツではやはりユクスキュルの 「新しい生物学jが流行、思想界に深い






































































他編 『廿世紀の思想 10・人文科学思想』河出書房、 1939年。なお、この点については広川が「恒藤
恭と平和問題談話会一一|時代の傍観を拒否した法哲学者一一J同志社大学人文科学研究所編 I戦後日
本における行動する知識人一一私たちは何を学ぶことができるか一一J2013年1月のなかで指摘し
ている。)。更に加えて恒藤は、「新カン卜学派とはちがって、存在そのものへの関心によって力強く
うどかされるところの生の哲学、現象学、解.釈学的現象学、等の諸傾向の哲学は、とりわけ存在論的
諜題の解決につき、経済哲学的思索にとって重き意義をもたざるをえなLリと誌して経済皆学におけ
る「存在論jのJJ:裁を重視、「歴史的・社会的実在Jの観点から新カント派にきわめて批判的な姿勢
を採っている(同「経済哲学とその課題Jr経済学雑誌J1937年4月参照)。かような認識からしても、
恒j擦が経済学(経済哲学)方面においても、基本的な大筋では[価値論lf認識論jから「世界観」、「世
界像Jの定立へという一般哲学におけるとほぼ同様の推転傾向を辿っていたであろうことが予料され
る。
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